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の立案の際，術後顔貌を予測する必要性がある o 術後顔貌予測には，従来， 2 次元計測データが用いられてきたが，
顎骨の移動，顔貌の変化は 3 次元的なものであるため， 3 次元計測データが必要である o これまでにも 3 次元 CT や
レーザー形状計測装置を用いた顎・顔面の硬・軟組織変化の解析の報告があるが，信頼性の高い 3 次元的顔貌予測を
行えないのが現状であった。
本研究は，セファログラム， CT，歯列模型の 3 次元データを同一座標系に統合する方法を用いて顎矯正手術，特





よびスクリュー除去の完了した術後約 1 年時に CT 撮影が可能であった 9 例を対象とし， CT データの 3 次元再構築
画像(ソリッドモデル)，正面位，側面位セファログラム，術前歯列模型を採取した。これらを左右骨外耳道上縁点
の中点 (PoC) と左右眼寓下縁点を含む平面を xz 平面とし， PoC を原点とする右手系の直交座標系である基準座標
系に統合した。計測点は以下のように設定した。セファログラム 3 次元計測より求められた ANS， A , Ll, B , Pog 
のそれぞれを通る xz 平面に平行な平面を設定し，各平面聞を等分割して計測用平面を設定した。そして，各平面上
に Me， GoL, GoR を投影し， Y 軸と計測平面との交点 (0) から各点を結んで扇形を作図した。 ζMe ・ 0 ・ GoR ，










(1)重回帰分析:軟組織計測点の移動量Yを目的変数とし，対応する硬組織計測点および近傍点の X ， Y, z 成分す
べてを説明変数X として Y=a+b ， X ， +b 2 X 2 十…… +bnXn の式に代入し，重回帰分析を行った。
(2)単回帰分析:軟組織計測点の移動量Y と対応する硬組織計測点の移動量X を y= a +bXの式に代入し， X , Y, 
Z の各座標成分ごとに定数 a と係数 b を求めた。
(結果)
1.顎・顔面の計測点
計測用平面聞は約 3 mm!こ設定し，それぞれ n01--n25の名称を付与した。また，それぞれの計測用平面上に30分角，




予測値と術後実測値の差の平均は下顔面正中付近の計測点では， B点で X 成分3.14mm ， Y 成分1.26mm ， Z 成分0.57






(2)単回帰分析:下顔面正中近傍の計測点では， X , Y, Z 各成分ともに単回帰分析により，相関係数は0.9以上で有
意な予測式が得られた( P<0.05)。係数 b は X 成分で0.39 ，.....，1. 76， Y 成分でO. 77 ,..,_, 1. 10 , z 成分で0.73-- 1. 92であっ
た。下顎角周囲では X ， Y 成分は相関係数が0.7--0.9で有意な予測式が得られた (P <0.05)。係数 b は x 成分で0.59








当講座において開発したセファログラム， 3DCT，歯列模型を統合した統合 3 次元計測システムから得られた 3 次
元データを用い，硬組織の移動予測の精度，硬組織移動に対する軟組織移動の解析を検討した。その結果，下顎枝矢
状分割術による硬組織の移動はモデルサージエリーのもとに得られた 3 次元座標変換式により，予測することが可能
なこと，また定義した硬・軟組織の対応点を用いて単回帰分析を行うことで，術後軟組織変化の予測式が得られるこ
とが示された。
以上の結果は，顎変形症患者の顎矯正手術を行う上で，極めて有益なデータを提供したものであり，博士(歯学)
の学位に値するものであると認める o
? ??
